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１　問題と目的

　近年、障害のある人たちへの就労支援施策の進
展が著しい。２００２年に示された「障害者基本
計画」において、「雇用・就業は、障害者の自立・
社会参加のための重要な柱であり、障害者が能力
を最大限発揮し、働くことによって社会に貢献で
きるよう、その特性を踏まえた条件の整備を図る」
とする方針が示され、施策の具体化が方向付けら
れた。２００５年に成立した障害者自立支援法に
おいても「就労移行支援」「就労継続支援」とい
った様々な形態での就労支援が重要な位置を占め
ている。２００８年３月に告示された特別支援学
校学習指導要領においても、「地域や産業界等と
連携し、職業教育や進路指導の充実を図ること」
とされている（文部科学省、２００９）。
　就労支援を特別支援教育で引き受ける場合の中
核的な教育活動は職業教育である。職業教育に関
して、名古屋らは、知的障害特別支援学校にお
ける職業教育に関する実践研究が、高等部段階の
ものに比べ中学部段階で低調であることを指摘し
ている（名古屋、稲邊、田村、田淵、２００８）。
２００８年１月に公にされた中央教育審議会答申
「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支

援学校の学習指導要領等の改善について」におい
ても職業教育に関する記述は高等部段階に関する
ものである（中央教育審議会、２００８）。また、
前述の特別支援学校学習指導要領においても職業
教育にかかわる具体的改訂は高等部に関する事項
である（文部科学省、２００９）。
　名古屋らは、特別支援教育における職業教育
への関心が高等部段階を主とするものであるこ
とに対して、職業教育が義務教育最終段階であ
る中学部においても重要であるとの認識に立ち、
岩手大学教育学部附属特別支援学校（以下、「附
属特別支援学校」）中学部における作業学習及び
働く活動を中心とした生活単元学習の授業研究
を通じて、知的障害特別支援学校における職業
教育の在り方を検討した（名古屋、稲邊、田村、
田淵、２００８；名古屋、稲邊、田淵、大嶋、
２００９）。
　その結果、名古屋らは、職業教育としてふさわ
しい作業活動として、現実度が高く、かつ生徒が
主体的に取り組めることを重視して授業研究を行
った。その結果、現実度の高い作業活動としては、
学校が立地する、あるいは生徒が居住する地域で
の産業基盤との関係重視も十分に考慮されること
が必要であることを指摘した。持続可能な材料の
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入手、作業ノウハウ、販路開拓などでの地域産業
との連携の重要性が考えられた。地域産業との関
係での材料入手については、附属特別支援学校が
立地する地域でのリンゴ栽培で恒常的に生じる剪
定材を再利用した製品開発が提案された。このこ
とは環境への配慮としても有用であった（名古屋、
稲邊、田村、田淵、２００８）。作業学習（新設
の中学部クラフト班の事例）では、地域産業との
連携がスムーズな作業活動のスタートにつながる
ことが明らかにされた。このような好条件は、よ
り持続可能でかつ生徒主体、現実度の高い作業展
開を指向できることが示唆された（名古屋、稲邊、
田淵、大嶋、２００９）。
　さらに、職業教育が単なる作業能力の訓練では
ないことを考えれば、地域産業との連携の過程で
の地域の方々との関わりの深まりは、社会の中で
生きていくことの良さを生徒たちが自然に感じる
貴重な機会であることも示された。産業という枠
だけでなく、働く活動を通じて、地域の方々と共
にある生活を深めていくことも、実践上の課題と
された（名古屋、稲邊、田淵、大嶋、２００９）。
これらの先行研究のキーワードともいえる「地域
産業」を「地域社会」と拡大して検討することも
今後の課題となり得る。
　そこで本研究では、以上の名古屋らによる先行
研究を踏まえ、附属特別支援学校中学部で実践さ
れるれた作業学習（クラフト班）及び、働く活動
を中心とした生活単元学習の授業研究を通して、
生徒の主体的取り組みを実現し、かつ地域社会・
産業に密着した持続可能な環境教育に資する職業
教育の展開方法を明らかにすることを目的とす
る。

２　方法

　本研究では、以下の三つの方法を実施する。
（１ ）附属特別支援学校中学部における授業研究
会

　２００７年６月から１０月の期間、附属特別支
援学校中学部において実施されたクラフト班作業

学習及び働く活動を中心とした生活単元学習の授
業研究会を実施する。
　対象授業は以下の４単元である（各単元の概要
及び目標は資料１～４参照）。
　○ 生活単元学習「もっと！もっと！きれいに蝶
ヶ森」（６月９日（月）～１３日（金）実施。
以下、「蝶ヶ森単元」）

　○ 生活単元学習「あにーわ広場を作ろう」（９
月８日（月）～９月１９日（金）。以下「広
場単元」）

　○ 作業学習「あにわ祭で販売しよう」（クラフ
ト班、１０月２０日（月）～３０日（木）実
施。以下、「クラフト単元」）

　○ 生活単元学習「注文OK！きれいにしよう中
野地区活動センター！！」（１０月１日（水）
～１０月１７日（金）。以下、「中野単元」）

　授業参観は、各授業ごとに期間中１回を名古
屋が参観する（なお、「蝶ヶ森単元」は名古屋は
参観できなかった）。名須川は中学部主事であり、
田淵、田村、岩井はクラフト班授業者であった。
　授業について筆者らによる検討会を実施する。
生徒主体の活動であったか、現実度の高い作業展
開であったかを観点とし、発言を、①単元の計画
に関して、②場の設定・道具等の工夫に関して、
③共に活動しながらの支援に関して、の三つの枠
組みで整理し、筆者全員で内容を確認の上、記録
とする。なお、この三つの枠組みは名古屋らによ
る主体的作業活動を実現する支援的対応の枠組み
（名古屋、稲邊、田村、田淵、２００８）に基づ
いて本研究でも用いたものである。
　検討会の日程・内容は以下の通りである。
　○ 第１回（２００８年６月２０日（金））：対象
授業の全体計画確認。

　○ 第２回（２００８年６月２６日（木））：「蝶
ヶ森単元」の授業研究。

　○ 第３回（２００８年１０月７日（火））：「広
場単元」「クラフト単元」の授業研究。

  ○ 第４回）（２００８年１０月９日（木））：「中
野単元」の授業研究。

（２ ）他の特別支援学校における中学部作業学習
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等の視察・資料収集
　ここでは、筆者の一人である名古屋が、継続的
に関わりをもつ特別支援学校における作業学習及
び生活単元学習の視察と資料収集を実施し、担当
者間で情報を共有する。
（３）まとめの検討会
　授業研究、視察・資料収集の結果に基づいて、
望ましい作業学習及び生活単元学習の在り方の検
討を行う。
　検討会の実施は、２００９年１月１６日（木）
である。
　筆者らによる検討会を行い、本研究の目的に即
した望ましい作業学習及び生活単元学習の在り方
を検討する。検討会での発言記録をとり、筆者全
員で内容確認の上、正式な記録とする。そこでの
検討内容分析から、主体的取り組みを実現するた
めの手立ての開発、地域社会・産業に密着した持
続可能な環境教育を含意した授業計画のあり方を
明らかにする。

３　結果と考察

（１）授業研究会
　①授業研究会結果
　各授業の検討会記録は資料５～８の通りであ
る。
　②授業研究会結果の考察
　検討の三つの枠組みから考察する。
　「単元の計画に関して」では、単元のテーマが
身近な地域や校内での活動にかかわることであ
り、見通しをもちやすく、かつ意欲的な活動につ
ながったことが確認された。また、いずれの単元
も、前年度の生活単元学習の成果を引き継ぎ、土
木活動を中心とするものであった。これまでに馴
染みのある取り組みであり、生徒一人ひとりの活
動内容も、これまで慣れてきた活動をベースに行
われたため、見通しや習熟の点でよい成果が報告
されている。グループ活動を行うことで、活動で
の励まし合いや競い合いなどが生まれ、取り組み
への勢いがもたらされた。活動量の保障も、存分

に取り組めるためには有効であったことが指摘さ
れた。地域での働く活動は、活動の過程で、地域
の方々との自然発生的な交流が生まれ、自然発生
であるがゆえに、その経過も自然で実際的なもの
となっていた。
　「場の設定・道具等の工夫に関して」は、場の
設定については、活動しやすさの観点から場を選
択することの重要性が確認された。道具等では、
個々の道具の本格化が進み、そのことが生徒の活
動しやすさや意欲につながったことが指摘され
た。一方で、なおいっそうの道具の工夫が課題と
された。なお、不定形材加工の難しさは、前年度
に引き続き、指摘されている。
　「共に活動しながらの支援に関して」では、教
師が共に活動することで、テーマの共有ができる
こと、適時な支援ができることなどが指摘された。
生徒一人ひとりへのできる状況づくりが行き届く
ことで共に活動しやすくなることも確認された。
（２）他校の視察・資料収集
　①視察・資料収集結果
　視察および資料収集を行った特別支援学校は、
県外５校（山形県２、長野県、石川県、熊本県）
であった。いずれも知的障害対象校である。
　働く生活単元学習では、長野県の特別支援学校
での竹炭製品作りがあった。屋外作業と屋内作業
に分かれ、多様な工程で作業を進めていた。屋外
では大型の道具を用い、本格的な労働活動が展開
されていた。竹炭製品は地域での販売を目指して
おり、地域とのつながりが意識された取り組みで
あった。
　作業学習は５校すべてで行われていた。特に山
形県、長野県、熊本県の学校では、販売活動を軸
に、質の高い製品作りを行っていた。販売という
テーマ、工程の分業化、本格的な道具の導入など
が共通していた。熊本県の学校では、地域にある
素材にこだわった作業活動も展開されていた。視
察した学校全てが県立学校であることから、知的
障害対象校とはいえ、肢体不自由等の障害を併せ
持つ生徒が活動しており、その生徒たちへの道具
等の工夫による支援の個別化が図られていた。石
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川県の学校では、障害が重いといわれる生徒が活
動できるため、自作の道具（ラジコンカーを利用
し、スイッチだけで線が引ける道具）の工夫が注
目された。
　②視察・資料収集結果の考察
　今回の視察・資料収集では、屋外の本格的な生
活単元学習や販売を目指した作業学習ということ
で、本研究における対象授業と共通する取り組み
に接することができた。意欲的に取り組めるテー
マや地域とのつながり、分業化、本格的な道具使
用といった点で、それらの共通点が指摘できる。
一方、障害を併せ持つ生徒への対応などから、既
存の道具ではないものを工夫して道具にするとい
う取り組みも認められた。このような取り組み
は、ともすれば作業活動の現実度を損なうことも
ある。そこで、実際的な活動になり得ることを担
保していることが条件になるが、その条件を満た
していれば大いに参考になるものであると考えら
れる。
（３）まとめの検討会
　①まとめの検討会結果
　まとめの検討会の記録は資料９の通りである。
　②まとめの検討会結果の考察
　「単元の計画に関して」は、生活単元学習では、
支援の下で、活動を繰り返すことで、主体的活動
や習熟が実現できたことが指摘されている。活動
を繰り返すためには、適切な分担と道具等の支援、
さらには繰り返しを可能にする活動量が不可欠で
ある。対象授業の単元期間はそれぞれ異なってい
たが、これらの条件を満たすことで、それぞれに
主体的な取り組みが実現できたと言える。地域と
のつながりでは、地域交流を目指したのではない
ことが、自然な地域交流につながるという逆説的
な見解が示されているが、地域での必要感を生徒
たちと地域の方々が共有することによって、無理
なく、しかも思いを共にする共同作業ができたも
のと考えられる。
　作業学習では、地域に直結したということで、
近隣のスーパーでの販売を行ったものの、その成
果は不調であった。販売活動の場合、「地域」を

安易に近隣に限定せず、幅広く捉えることが必要
であることが示唆された。
　「場の設定・道具等の工夫に関して」は、生活
単元学習では、授業進行における改善の必要性と
その成果として生徒が自ら工夫して道具を使う場
面が見られたことが報告された。扱いやすい道具
であればこそ、仕事への意欲が生まれ、より上手
に、という思いに裏打ちされた生徒自身による工
夫がなされたのではないかと考えられる。
　作業学習では、材料入手について、リンゴ栽培
や公園管理の過程で出る剪定材を地域農家等に求
めたことで継続的な材料入手を可能にした。剪定
材は産業面では不要物であり、それに着目したこ
とは環境教育の一環として評価できよう。一方、
不定形材加工を作業に伴うことになり、従来の道
具では難しく、なおいっそうの教材研究が求めら
れる。

　「共に活動しながらの支援に関して」は、生活
単元学習では、教師が共に活動することと生徒へ
の支援の精度の関係が指摘されている。作業学習
の検討ではこの面での指摘は特になされなかった
が、活動を分担して取り組むことは、生活単元学
習と共通している。

４　総合考察

　本章では、知的障害特別支援学校中学部におけ
る生徒の主体的取り組みを実現し、かつ地域社
会・産業と連携した職業教育について、働く活動
を中心とした生活単元学習及びクラフト班作業学
習の授業研究への考察を中心にしつつ、総合的に
考察する。
　本研究では、名古屋らの先行研究（名古屋、稲
邊、田村、田淵、２００８；名古屋、稲邊、田淵、
大嶋、２００９）の発展であるが、授業研究では、
働く活動を中心とした生活単元学習�件とこれま
での研究以上に生活単元学習への検討を多く行っ
た。その結果、地域での必要感と切り結んだ単元
を継続して行うことで、学校における教育活動と
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地域生活の連続性が高まったと考えられる。地域
の方々が、自発的に作業活動に参加してくださっ
たことは、その成果の表れであった。特段に交流
を意識しない、地域生活の仲間としての活動が、
必要感や目標を共有する自然な関係を生み、地域
社会でのあるべき当然の生活を実現できたと考え
る。前述のように、「地域交流」という教育上の
課題を意識しないことが奏功したことは、自然で
長続きする（すなわち持続可能な）「交流」とい
う教育活動のあり方に一つの方向性を提案するも
のであろう。
　しかし、このような自然な活動の共有も、生徒
たちにできる状況があってこそである。生徒の活
動が、見通しをもちにくかったり、取り組みにく
かったりすれば、活動を停滞し、指導場面が多く
なる。こういう状況では、「指導の妨げになって
はいけない」などの思いが介在し、地域の方々が
自発的に活動に参加するという契機は得にくいの
ではないか。生徒一人ひとりが精一杯取り組めて
いる授業だからこそ、活動への共感を呼び、共同
性を高めていくものと考えられる。そのためので
きる状況づくりの成果と課題は、場の設定や道具
等の工夫をはじめ、様々な場面でそれぞれの授業
で行われていた。今後も普段の教材研究と他校の
実践からの学びなどを通じてできる状況づくりの
充実が求められる。
　作業学習においては、先行研究で示してきたよ
うに地域産業に材を求める活動が軌道に乗りつつ
ある。地域産業と環境という二つの教育課題を
考える上でも有効な取り組みであった。一方で販
売では、必ずしも近隣地域での継続的購入にはつ
ながらない点が指摘された。製品を購入者のニー
ズに合わせていくことと同時に、幅広い販路開拓
をさらなる地域展開としていくことも課題であろ
う。
　生活単元学習であっても作業学習であっても働
く活動を展開することで、職業能力の高まり、働
く生活の充実が意図される。働くことは地域社会
をその場としてこそ、社会生活活動としての意義
を確かにする。その点で、本研究で対象とした授

業は、単元テーマにおける地域の必要感、材料・
活動内容における地域との連携、結果（完成・活
用、販売など）における地域とのつながりという
ように、職業教育と地域との様々なつながりの視
座をしめすことができた。今後、なお活動の必要
感や自然さに裏打ちされた地域との関係性豊かな
作業活動を構想していきたい。

注）
・本研究は平成２０年度学長裁量経費萌芽的教育
研究支援経費によって行われた。
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＜資料１＞ 生活単元学習「もっと！もっと！
きれいに蝶ヶ森」の概要
○単元について
　本単元は、中学部の１学年男子７名、２学
年男子５名、３学年７名（男子４名、女子３
名）の１９名の生徒で取り組む。
　昨年度、中学部全員で、生活単元「きれい
にしよう蝶ヶ森」に取り組み、学校裏にある
蝶ヶ森の頂上に花壇作りや展望台の塗装作業
を中心とした整備を行ってきた。
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　そこで本単元では、新年度に入り、雪解け
し、草花も育つこの時期に、花壇を整備し、
いっそうきれいな蝶ヶ森として花の季節を迎
えることにする。
　実際の取り組みでは、昨年度の活動を生か
しながら、「土＋花壇作りグループ」「種植え
グループ」「花壇杭作り＋看板作りグループ」
の三つのグループに分かれて取り組む。新１
年生も先輩と共に活動する中で、期待感と見
通しをもって取り組むことを願う。
○目標
　・ 中学部全員で力を合わせ、花壇作りや看
板作り、クローバー作りなどに取り組み、
蝶ヶ森の整備をやり遂げる。

＜資料２＞ 生活単元学習「あにーわ広場を
作ろう」の概要
○単元について
　本単元は、中学部１２名で取り組む。
　中学部の生活単元学習では今年度余暇の選
択活動の他に、蝶ヶ森展望台の花壇の新設及
び整備活動といった身近でなじみ深い校外で
の活動を中心に行ってきた。
　花壇づくりの活動は被服室のベランダを出
入り口として、中庭を通ってから進めた。ま
た、中庭は今年度から中学部作業学習「園
芸班」では、大きくなりすぎた木を伐採して
片付ける活動を進めてきた。活動を進める中
で生徒たちからは「切っているうちに中庭が
明るくなった」、「広場が広くなってきた」と
いった声が聞かれた。また、職員からは「来
年の学校公開の際、昼食場所として提供した
い」、「中庭で焼き肉が食べたい」といった意
見もあった。生徒からは広くなった庭に「畑
を作って何か食べられるものを植えたい」と
いう意見も出された。
　そこで今回は中庭の整備・広場づくりと畑
づくりをおこなうこととしたい。畑には時期
的に定植に適しており、来春に収穫が期待
できるいちごを植えることとする。蝶ヶ森の

花壇づくりは昨年度からの継続した活動であ
り、生徒たちも「土づくり」「花壇杭づくり」
といった活動に見通しをもちながら、自分か
ら活動に取り組む姿が多く見られるようにな
ってきた。今回も蝶ヶ森での活動をベースに
しながら、継続や生徒の実態を重視しながら、
「土」「木」を活動の中心とする２グループ
で活動を進めることとする。
　活動を進めるにあたっては、生徒が自分の
力を発揮して主体的に活動に取り組むことが
できるよう環境の整備を図りながら支援をし
ていき、中庭の整備が進むことで、意欲やや
りがいを得られるようにしていきたいと考え
る。
○目標
　・ それぞれが、主体的に活動に取り組み、
中庭の整備や畑作りをする。

　・ みんなで力を合わせ、中庭がきれいにな
ったことの喜びを味わう。

＜資料３＞作業学習「あにわ祭で販売しよう」
（クラフト班）の概要
○題材について
　中学部のクラフト班は、周辺地域で伐採さ
れたリンゴや山桜などの木々を材料とした自
然の風合いを生かした製品づくりに取り組ん
でいる。今年度は１年生２名、２年生１名、
３年生３名の計６名で編制されている。全員
が今年度から初めてクラフト班での作業に取
り組んでいる。工具等を用いた木工作業に対
して強い興味をもつ生徒や、反対に不安を感
じていた生徒もあった。安全に作業を行って
ほしい生徒には、補助具の工夫をすることに
より、自信をもって一人で工具を扱うことが
できるようになってきている。また、作業が
やや雑になってしまっていた生徒は、販売す
ることにやりがいを感じるようになり、より
きれいに製品を仕上げようと意識しながら取
り組むことができるようになってきている。
実態は様々であるが、支援の工夫と継続によ
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って、それぞれが自分の役割を理解し、時間
いっぱい働くことができるようになってきて
いる。また、分業により一つの製品が完成さ
れていくことにも見通しをもってやりがいを
感じることができるようになってきている。
　本題材では、学校の大きな行事の一つであ
る、「あにわ祭（学習発表会）」における売店で、
自分たちの作った製品を販売する、という活
動を主たるテーマにし、これまでも製作して
きた写真立てとマグネット（あにーわという
名称のマスコット付）と、新製品となる鉢カ
バー（ミニ）を製作することとした。販売す
るために製品づくりを行っているということ
はこれまでも伝えてきてはいるが、実際に生
徒自らが販売する機会がこれまでなかった。
今回、自らが直接お客様に販売するという実
際的なテーマを設けることで、より意欲的に
取り組むことができるものと考えられる。
○目標
　・ それぞれの工程において、時間いっぱい
主体的に働くことができる。

　・ 販売することを目標とし、意欲的に作業
に取り組むことができる。

　・ 安全に注意しながら、正確で丁寧な作業
ができる。

＜資料４＞生活単元学習「注文OK！きれい
にしよう中野地区活動センター！！」の 概
要
○単元について
  中学部の１学年男子７名、２学年男子５名、
３学年７名（男子４名、女子３名）の１９名
の生徒で取り組む単元である。
　中学部ではこれまでも、地域の資源を活か
して材料等を調達し、作った物を地域で販売
しようと取り組んできた。
　花壇作りの活動は、昨年度から行っている
「蝶ヶ森」の花壇を作る活動を活かしながら、
今回、初の『注文を受けて作る活動』として、
生徒にとってはより実際的、現実的な、一歩

社会に迫った活動として展開することとなっ
た。
　教師の地域への働きかけという支援はあっ
たものの、実際の活動では「蝶ヶ森」の花壇
作りでも、生徒の力で花壇作りを成し遂げる
ことができた。一度、経験した花壇作りは、
場所が変わっても、依頼を受けて行う活動と
してより生徒達に意欲をもたらすものと考え
られる。
  本単元は外部からの注文で行う活動であり、
実際的な活動でもあり、擬似的体験ではない。
まさに、地域社会と生徒との関係の中で展開
される『本物の活動』として生徒が真剣に取
り組む場であり活動となることを願い設定し
た。
　本単元では近隣の中野地区活動センターに
花壇を作るために「中花壇グループ」「外花
壇グループ」「校内土作りグループ」「杭作り
グループ」の４つのグループに分かれて取り
組む。
　実際に行う活動では、個が十分に力を発揮
できる支援を吟味し、支援具等を十分に工夫
することをはじめ、共に活動する生徒や教師
の姿をも支援として、どの生徒も継続して活
動し続けられる学習内容に取り組む。学習活
動の展開に応じて、活動の質を高められるよ
う支援し、さらに改良を加えながら、教師自
身も十分にその活動に入り込み活動を肌で感
じ、支援を吟味しながら取り組む。
○目標 

　・ それぞれが、自分の役割において主体的
に力を発揮し、中野地区活動センターの
花壇作りをする。

　・ みんなで力を合わせ、中野地区活動セン
ターに花壇を作り上げたことの喜びを味
わう。

＜資料５＞「蝶ヶ森単元」検討会記録
①単元の計画に関して
・ ５日間という短期間の単元でありながら、
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生徒たちが主体的に取り組んでいた理由　
として、以下があげられる。

　  → 昨年度取り組んだ単元に続く活動であ
り、テーマ意識がもちやすかった。

　　→ ２、３年生は経験者であり、活動に見
通しをもっていたため、流れができて
いた。

　　→ 初めて取り組む１年生にとっても、毎
日のミニ登山で花壇に馴染みはあり、
かつ先輩たちの話題に上ることもあ
り、身近な単元テーマとなっていた。

　　→ ２、３年生は昨年度の単元での活動グ
ループを多くの生徒が継続したことで
仕事に入りやすかった。

　　→ １年生についても、今年度はすでに作
業学習で二つの単元を終えており、そ
こでの様子から分担を考えたことで、
適切な活動を用意しやすかった。

・ 分業で活動を繰り返したことで、一人ひと
りの仕事のペースアップが早かった。

・ 毎日活動を繰り返していることで、１年生
の中にも登校すると「今日も花壇やるぞ」
というような言葉が聞かれ、見通しや意欲
をもちやすかった。これまで小学校で「仕
事は苦手」とされていた生徒も意欲的に取
り組んでいた。

・ 活動量が十分にあり、存分に取り組める毎
日であった。

・ 家庭での日記の内容や表現が充実してき
た、生活リズムが整ったなど、単元を中心
　とした生活の中で、家庭生活にも良い影
響が認められた。意欲的に存分に取り組む
　生活の結果と思われる。

・ グループで共に活動することで、お互いに
もっと働こうという仕事への競い合いなど
が見られ、意欲的な活動が展開できた。

・ 見通しをもって、意欲的に取り組める状況
下で、生徒なりの仕事の工夫などが見られ
た。

・ 本単元で働く活動に取り組んだことで、続

く単元でも意欲的な仕事ぶりが見られた。
・ 元町内会長の方をはじめ、地域の方々が
折々に励ましてくださり、地域で働くこと
　の良さを確認した。

・ 前年度の単元以来、市役所公園みどり課の
方も花の種の提供等、円滑な連携が図れた。

・ 生徒によっては、活動分担の見直しが必要
な生徒もあり、今後の単元計画の課題であ
る。

・ 単元の進行を生徒会生徒がより前面に出
て、行えるようにしたい（完成祝賀会な
ど）。

・ 秋に実施予定の中野地区活動センターでの
取り組みも地域での良い活動が期待できる
が、蝶ヶ森に比べ、馴染みが薄いので、行
事参加、販売会開催などセンターに馴染め
る方略も考える必要がある。

②場の設定・道具等の工夫に関して
・ 花壇作りでは、土作りの場と花壇が近くに
設定されており、土を運ぶ生徒の動線が分
かりやすかった。

・ 木工等では、本格的な機械を使用している
ことが生徒の意欲につながっていた。

・ 土作りのふるいは、大型であり、生徒の様
子に応じていくつかの種類を用意してあっ
たこともあり、複数の生徒が一度に土をふ
るえる等、効率的だった。より効率化を図
るために、ふるいの数を増やすことも検討
したい。

③共に活動しながらの支援に関して
・ 教師も生徒と共に存分に働けたことで、や
りがいを共有できた。

・ 生徒によっては、教師がそばで、あるいは
一緒に仕事を進める方がペースを作りやす
い生徒もいた。今後、教師の配置が課題と
なる。

＜資料６＞「広場単元」検討会記録
①単元の計画に関して
・ 単元設定にあたって、園芸班で行った中庭
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剪定作業の発展という展開は、生活の必然
性や自然性を担保し、生徒たちにもわかり
やすい取り組みとなった。花壇作り等も生
徒の声としてあり、自然に単元活動がふく
らんだ。
・ 活動の分担は、前単元「もっと！もっと！
きれいにしよう蝶ヶ森」等での取り組みを
生かして、生徒に合った活動を用意するこ
とができ、意欲的な仕事につながった。本
単元の取り組みは現在展開中の単元にも反
映している。
・ 社会的に有用なものを作ることによるやり
がいとは別の、「自分たちが楽しむために」
という目的での取り組みも、テーマ設定と
しては、やりがいにつながるものであった。
教師にとっても「楽しい」取り組みであっ
た。
・ 大学の農場の方から土作りに関するアドバ
イスをいただいたことが良かった。
・ 「あにーわ広場」を作る、という目的がは
っきりしており、かつ生徒たちも意識して
いたことが意欲的な活動に有効であった。
・ 作業内容によってグループに分かれての活
動であったが、それぞれ手を休めずに仕事
を進める姿が多く見られた。分担は適切で
あった。
・ それぞれの生徒に十分な活動量があったこ
とも存分に活動できるために有効であっ
た。
・ 木材の塗装では、防腐剤と塗料を塗り分け
るようにしたが、担当の生徒は、手順を覚
えてうまく進めることができた。活動分担
が適切であった。
・ 複数の単元（作業学習も含め）で継続して
同種の活動に取り組むことで活動の習熟
（伐採作業では作業量が２～３倍にあがる
など）の成果が見られた。
・ 地域の剪定材だけでなく校内の伐採材も花
壇杭等に利用できたことは、材の供給の幅
を広げ、かつ無駄のない持続可能な展開と

して良い条件であった。
・ 本単元では、校地内に常設物を作ったが、
校内の連携・協力体制があったことで実現
できた。

②場の設定・道具等の工夫に関して
・ 旧陶芸室を活動の場の一つとしたが、広さ
があり、コンクリートのたたきで堅牢であ
り、機械も置け、仕事が進めやすかった。

・ グループに分かれて仕事を進めたが、グル
ープごとに場も離れていた。しかし、動線
がつながっている部分もあり、その点では
活動しやすさに大きな支障はなかった。

・ 自然木という不定型材の扱いは本単元でも
難しさを感じた。

・ 磨きの仕事では、サンダーをかける台の高
さや可動であることなどが仕事の進めやす
さにつながっていた。

・ 各工程での材料（木材、土）の量が十分に
あったこと、花壇の面積が大きかったこと
などは存分に活動できる条件になってい
た。

・ 混合土作りでは、生徒によってはスコップ
よりも、鋤のようなもので攪拌する方がよ
かったのではないか。

③共に活動しながらの支援に関して
・ 生徒一人ひとりに自分で活動できる状況が
用意されていたことで、教師も生徒と共に
存分に働けた。

＜資料７＞「クラフト単元」検討会記録
①単元の計画に関して
・ 「あにーわ」（写真立て）作りでは、各工
程がスムーズに流れており、安定した展開
であった。

・ ２人（生徒１人、教師１人）が、次単元で
行う新製品用の材切り出しに取り組んでい
た。概ね作業は継続できていたが、これま
でとは全く違う材の切り出しだったことも
あり、のこぎりの使用法、材の選別などが
難しかった。
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②場の設定・道具等の工夫に関して
・ ベルトサンダーがけの工程では、タイマー
で削る時間を決めていたが、時間で決める
のではなく、削れた量で決められればよい
のではないか（補助具の工夫で）。

・ 作業室の吸塵に課題がある。改善と同時に
マスクの使用も考えてよいのではないか。

③共に活動しながらの支援に関して
・ 新製品用の材切り出しでは、やはり不慣れ
な仕事であったことから、教師の指示や手
助け、教師による良否判断などが目立って
しまった。

◎ 新製品（筒型の植木鉢または花瓶カバー）
についての検討

・ 縦に配置した枝材が少し開いた方が花瓶な
どは入りやすいのではないか。

・ 供給される材の規格によって、同じ製造工
程で、花瓶カバー、ペン立てなどいくつか
の規格品を作ってはどうか。

・ 今回、不定型な枝を定型の材に加工できる
道具を導入した。このことで材の加工がし
やすくなった。

・ 底板の厚さをもう少し薄くした方が、見た
目の重さを軽減できるのではないか（イン
テリアとして）。

・ 今後安定供給しやすいという細めの材を用
いての製品開発が必要である。

・ 園芸班で伐採した材を材料として使用する
ことは今後考えられる。

・ 「あにーわ」の顔を残したい。定型材への
加工技術を使って「あにーわ」の顔をつけ
たメモホルダーが作れるのではないか。

・ 「あにーわ」の名称、顔をブランドにして
はどうか（焼きごて等）。

＜資料８＞「中野単元」検討会記録
①単元の計画に関して
・ 規模の大きな活動であり、存分に取り組め
る程に活動量が豊富であった。

・ グループに分かれての活動であったが、そ

れぞれのグループが作業の性格が異なるも
のであり、より生徒に合った活動を用意し
やすくなっていた。と同時にグループごと
にまとまりや勢いが感じられた。

・ ｖ自然な流れで作業に入り、終了は時間で
目処をつけ片付け、コンパクトに活動の確
　認を行って終了、という流れは自然で生
徒の活動に無理がなかった。

・ 活動を繰り返す過程で、雨によって土が固
くなるなど、自然環境によって条件が変わ
っても子どもたちが柔軟に対応できるよう
になった。

②場の設定・道具等の工夫に関して
・ ４つのグループの活動の場が、大きく二つ
に分かれていたが、仕事の性格上はやむを
得ないと思われる（それぞれの場は機能的
であった）。しかしながら、今後なるべく
一体的な場で同様のクオリティを有する活
動を計画することは課題としたい。

・ 花壇作りの手立てである水糸は、目安とし
て機能していた。花壇全体の施工イメージ
を持ちやすくするために、あらかじめ４辺
すべてに水糸を張っておいてはどうか（そ
の場合、邪魔にならないように細く伸縮性
のある本来の水糸で）。

・ 土掘りのスコップは生徒によっては大きめ
のものであってもよいのではないか。

・ バケツは耐久性・口の広さなどの点で金属
製への切り替えを進めてはどうか。

・ 土掘りのバケツ置き場（土を入れる場、運
び込む場それぞれ）をコンパネ等で作って
はどうか（土掘りの進度に合わせて可動
式）。土入れの際、安定感を欠き、バケツ
が倒れることがあった。またバケツを運び
込む場も十分に定まっていないようで生徒
の動線と重なる場合があった。

・ 杭の設置は、掘り下げはツルハシ、土寄せ
はレーキや鍬といったもので立って進めら
れた方が、効率が良いのではないか（ツル
ハシと鍬の中間のようなものがあれば１本
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ですむが）。
・ 土ふるいは大きめのバケツ１杯がちょうど
一袋になっており、見通しがもちやすくか
つ機能的であった。

・ 一輪車を使った土ふるいでのふるい用の金
網にも枠を設けてはどうか。こぼれず確実
にふるえるように。あるいは一輪車にこだ
わらずこちらも舟で土を受けるなど。

③共に活動しながらの支援に関して
・ 本単元においても、教師が自身の分担仕事
に存分に取り組める場面が多く見られた。
活動選択、道具等の手立てが行き届いてい
たためと思われる。

・ 共に活動する教師は、生徒に対し、共感的
な対応がしやすくなる（共に働く仲間にな
る）ということがどのグループでも非常に
強く感じられた。

＜資料９＞まとめの検討会記録
（１ ）生活単元学習（「蝶ヶ森単元」「広場単
元」「中野単元」）の総括

①単元の計画に関して
・ 単元の中で自発的にお手伝いくださる地域
の方との出会い等、より身近に地域を感じ
ることができた。

・ 「地域交流」を目指したのではなく、「○
○を作ろう」という明確な目標をもって取
り組んだ、その場がたまたま地域であった
ということが、かえって自然な地域の方々
との関係の深まりにつながったように思
う。明確な目標がなければ続かなかっただ
ろう。「地域交流」を目指さなかったこと
が、持続可能で発展可能な地域の方々との
交流の深まりの要因の一つと考えられる。

・ 単元期間はそれぞれ違っていたが、期間に
見合った存分に取り組める活動量があった
ことが、毎日の主体的な活動につながった。

・ 様々な支援の工夫で活動の繰り返しが実現
し、より主体的な活動や習熟が見られた。

・ 三つの単元で、テーマは違っても類似した

活動を繰り返したことが生徒の取り組みや
すさにつながった。

・ 単元ごとに生活のテーマが変わっても生徒
たちに戸惑いなく切り替えができていた。

・ 毎日の日課も同じ流れであり、かつ中心の
働く単元と学級での緩やかな時間のメリハ
リがあり、生徒たちは見通しをもって生活
しやすかった。

・ 仕事は分業で進めたが、自分の仕事だけで
なく互いの仕事が分かっている様子の生徒
が複数がいた。

・ 保護者の声として、年度当初は教科別授業
を望んでいたり、「そこまで働かなくても」
という思いがあったりしたが、単元を積み
重ねる中で、「もっと子どもを頼りにして
よいのだ」「生活年齢相応のことができる
ことがわかった」「家でも仕事をするよう
になった」といった、肯定的な評価に変わ
っていった。生徒の活動を認めていただい
たものと思う。

②場の設定・道具等の工夫に関して
・ 道具等の改善は授業を進めながらも随時行
っていったことでより最適化でき、継続的
な活動につながった。

・ 道具を使っているうちに、生徒自身が使い
方を工夫し、より良く活動する姿が見られ
た。「支援具」というより「自助具」とも
いうべきものであった。

③共に活動しながらの支援に関して
・ いずれの単元でも、誰が生徒か教師かわか
らないほど、教師も働いていた。活動量が
存分にあったことと、生徒への支援が行き
届き、手助け等する必要が少なくなってい
ったためと思われる。

（２）作業学習（「クラフト単元」）の総括
①単元の計画に関して
・ 新製品として後半に開発し、近隣のスーパ
ーで販売を行ったが、なかなか売れなかっ
た。製品の特徴に見合った販路開拓が今後
の課題である。
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・ 販路開拓を次年度早々に単元化してはどう
か。

②場の設定・道具等の工夫に関して
・ リンゴ材は地域農家より、桜材は市公園み
どり課より継続的に入手可能となった。

・ リンゴ材は、乾燥による収縮が大きいこと、
材が堅いことなど加工には教材研究がなお
必要である。

・ 製品の用途の拡大（小物入れ、壁掛けその
他）を検討していけばより売れる製品にな
るのではないか。

・ 小型と大型の二種類を製作したが、大型は
加工が難しかった（材が堅い）。

・ 底板に穴を開けることで割れをある程度防
げるが、材の乾燥を徹底することがなお必
要である。
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